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第三者割当による新株式の発行に関するお知らせ 

 

当社は、平成23年７月６日開催の取締役会において、第三者割当により発行される新株式の発行につい

て、下記のとおり決議いたしましたので、お知らせいたします。なお、同取締役会決議における募集株主

の採決にあたっては、割当を受ける取締役１名（姜杰氏）は、特別の利害関係を有するため、割当決議に

参加いたしておりません。 

 

記 

 

１.募集の概要 

・新株式の発行 

(１)発行期日            平成23年７月22日（金） 

(２)発行新株式数          普通株式 65,000,000株 

(３)発行価額             1株につき28円 

(４)発行価額の総額         1,820,000,000円 

(５)資本組入額           1株につき14円 

(６)資本組入額の総額         910,000,000円 

(７)募集又は割当方法（割当先）   第三者割当の方法により、以下のとおり割り当てる。 

姜 杰 

(８)その他有価証券届出書に記載    本新株式の発行については、金融商品取引法に基づく届出の効力 

   ている内容のうち発行株式に   発生を条件とする。 

関する必要な内容 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

会 社 名  株式会社サハダイヤモンド 

代表者名  代表取締役社長 今野 康裕 

（ＪＡＳＤＡＱ・コード９８９８） 

問合せ先   

 役職・氏名 取締役ブライダルジュエリー事業部長

 亀井 晃 

電  話  ０３－３８４６－２０６１ 
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２.募集の目的及び理由 

(１)募集の目的 

当社グループは、昭和31年創業以来、ダイヤモンドを主力商品とした数々の宝飾品を販売してまいりま

したが、平成20年度に作成した３年の事業計画に基づいて、その販売チャネルを卸売業から小売業にシフ

トし、平成22年７月１日付で会社分割（新設分割）により、当社は商号の変更を行わずに持株会社へ移行

しております。 

現在、当社子会社株式会社バージンダイヤモンド・ジャパンにおけるブライダルジュエリーの販売及び

当社子会社株式会社バージンダイヤモンドによるインターネットを通じてのファッションジュエリー販売

並びに海外子会社公開型株式会社サハダイヤモンド（ロシア）の原石販売、原石加工販売を中心として積

極的な業務運営を推進するとともに財務体質の改善に努めております。また、ロシア連邦サハ共和国は、

ダイヤモンド、金、原油、石炭、天然ガス、レアメタル等の資源を豊富に有する資源大国であり、その規

模は資源大国ブラジルの3倍、全世界の資源のうち10％が同国にあると推察されており、その、無限の可能

性を秘めているロシア連邦サハ共和国と当社グループは、ダイヤモンドを主力とする長年の取引実績、人

的信頼関係から強力なパイプを持っており、従来のダイヤモンドに続いて、ロシア産インゴット（金地金）

の輸入、販売及び資源に関る品目等を中心に事業を行うことができる商社機能を持つ100％子会社株式会社

サハダイヤモンド・トレーディングを平成22年９月30日に設立し、本格的に輸入、販売をスタートさせて

おります。 

当社におきまして、近年、多額の資本を増強させていただき、その都度株主様にご理解、ご支援を頂戴 

してまいりました。しかし、その一方で業績が上がらず、結果として多額の損失を計上し、株主様を始め

投資家の皆様方のご期待に応えられなかったことは、真に遺憾に思う次第であります。 

当社は、小売事業拡大に伴う運転資金の増加により、資金繰りが悪化し、資金調達を行うものの、株式

の希薄化以上の業績向上が認められない状況が続き、事業改善の遅延による業績悪化・多額の特別損失の

計上、経費削減に努めるものの、過去の事業拡大・投資における不良債権処理等に追われ、更なるファイ

ナンスが必要となる悪循環な状況が続いておりました。 

また、当社グループの平成23年３月期の業績につきましては、売上高は1,900百万円（前年同期比94.5％

増）、営業損失は500百万円（前年同期は営業損失967百万円）、為替差損63百万円の発生等により経常損

失は571百万円（前連結会計年度は経常損失977百万円）、固定資産売却益56百万円、たな卸資産処分損56

百万円、減損損失76百万円の発生等により当期純損失は633百万円（前連結会計年度は1,298百万円の当期

純損失）となっております。 

このような状況により、当社は、現在、継続企業の前提に重要な疑義が存在しており、これらを早期に

解消し、収益基盤の確保を図るために有効な資金調達の手段を講じる必要に迫られております。 

当社は、平成20年８月４日付「行使価額修正条項付第８回新株予約権（ＭＳワラント）（第三者割当）

の発行並びにコミットメント条項付第三者割当契約に関しての当社の見解について」の中で、本件ファイ

ナンスは、今後３年間の資金調達を目的として行うものであることから、本件ファイナンスの発行決議日

より、３年間はエクイティ・ファイナンスに係る決議は行いません。とお知らせしておりましたが、その

後、当初予定しておりました資金調達計画が当社の株価下落により、予定通りに行使が進まない状況であ

り、当初の資金調達から大幅に遅れました。さらに、第８回新株予約権の発行日時点の上場株式数の10％

を超えない株式数では１ヶ月に18百万円の資金調達しか望めない状況であったため、平成21年12月30

日をもって第８回新株予約権（2,105,997,894株）は当社が全部取得及び消却し、新たに喫緊の手許流動

資金及び中期的に必要の資金を調達することを目的として、平成21年12月14日付で第９回新株予約権

（153,846,000株、調達額800百万円）を発行することとし、平成23年５月23日をもって権利行使がす

べて完了しております。 

今回の第三者割当による新株式発行による事業計画についてでありますが、当社の海外子会社である公

開型株式会社サハダイヤモンド（ロシア）においては、平成22年３月期はダイヤモンド原石の市場価格が

悪化していたことから、原石及び自社研磨販売を控えておりましたが、現在、原石価格が回復し原石販売

は本格的に再開しており、今後はダイヤモンド原石の確保、自社研磨生産の処理量を増強し販売していく

計画であります。 
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なお、当社は、平成23年７月６日付「中国・欧陸之星鑽石（上海）有限公司との業務提携に関するお知

らせ」にて公表のとおり、中国・欧陸之星鑽石（上海）有限公司（以下、「ユーロスターダイヤモンド上

海」という。）との間で、サハ共和国（ロシア）ダイヤモンド研磨工場の生産拡大を図ることを第１の目

的とした業務提携を締結し、両社のこれまでのダイヤモンド事業において培われたノウハウと経験を活か

し事業展開を積極的に取り組んでいく方針であります。 

当社は、上記記載のとおり、業務提携先であるユーロスターダイヤモンド上海に当該株式を割当ること

を要望しておりましたが、中国企業に増資を引き受けていただく場合、複数の手続きが必要となり、承認

許可に時間を要してしまうため、時間短縮を図ることを目的としてユーロスター上海ではなく、ユーロス

ターダイヤモンド上海総裁の姜杰氏を割当先といたしました。 

今回の割当先である、ユーロスターダイヤモンド上海総裁の姜杰氏は、Eurostar HK Holdings Limited

（P.O.Box957, Offshore Incorporations Centre, Road Town, Tortola, British Virgin Islands）（以下、

「ユーロスター香港」という。）の100％出資の大株主であり、平成23年５月26日付で姜杰氏が同Director

に就任しております。 

また、平成23年５月23日付「第９回新株予約権譲渡に関するお知らせ」の中で、ユーロスター香港が

第９回新株予約権の行使の結果交付を受けることとなる当社株式は中長期に保有して頂く予定であります。

とお知らせしておりましたが、当初の中長期保有の予定が見解の相違から、ユーロスター香港は平成 23

年５月27日付で信頼のおけるビジネスパートナーである安東光輝氏、財務アドバイザー及び資産管理会社

の事業等をしている上海徳潤投資有限公司に勤める王充氏、財務アドバイザー及び資金管理会社の事業等

をしている上海傲英株式投資管理センター総裁陳立新氏が Director を務める China Japan Investment 

Limited（P.O.Box957, Offshore Incorporations Centre, Road Town, Tortola, British Virgin Islands）

に一部を市場外で売却し、現時点では31,838,425株を保有していることを確認しております。 

なお、当社は当該規模の第三者割当による株式の発行を行うに際し、広く株主の意見を集約する方法と

して、当該資金調達を議案に織り込んだ株主総会を開催し、一般株主の判断を求める方法も検討してまい

りましたが、本割当先とは平成23年４月下旬から本格的に交渉し、具体的な発行条件の決定までに時間を

要してしまい定時株主総会には議案を織り込むことはできませんでした。 

また、定時株主総会後に臨時株主総会を招集するにはコスト面での負担が増えてしまうため、開催を行

わないことといたしました。 

当社は、平成23年５月23日付「第三者割当による第９回新株予約権の行使及び行使終了に関するお知

らせ」にて公表の本社運転資金199百万円につきましては、平成23年４月末時点の未払金144百万円（支

払手数料18百万円、租税公課52百万円、賃貸料等74百万円）が残っており、平成23年５月末時点では

本社運転資金（支払手数料58百万円、賃貸料7百万円、租税公課等42百万円）として107百万円を充当

し、残りの分につきましては平成23年８月中目途に全て充当する予定で、本第三者割当増資による資金調

達が実施されない場合は在庫処分等の売却についての交渉が進んでおらず、他の資金調達も難しいことか

ら、当社の手元流動資金も平成23年８月で枯渇し、当社グループの柱であるダイヤモンド研磨事業の積極

的な推進もできないこととなり、現在進めている事業計画の実現にも支障をきたすおそれがあるため、今

回の第三者割当による新株式の発行により、24.24％の希釈化が生じますが、当社の財務体質が強化され、

ダイヤモンド研磨事業を拡大することができ、その結果として、売上の増大だけでなく利益率の向上が見

込め、平成25年３月期以降は自らの事業で計上した資金によって事業拡大資金の充当が達成できる強固な

財務体質を目指すため、本第三者割当増資は当社の中期的な企業価値の向上を図り、既存株主の皆様の利

益に資するものと考えております。 
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 (２)計画の内容 

 当社グループは、ブライダルジュエリー事業、インターネット事業、ダイヤモンド研磨事業、トレーデ

ィング事業の４つを報告セグメントとしており、ブライダルジュエリー事業ではダイヤモンドを主力とし

たブライダルジュエリーの製造販売、インターネット事業はインターネットを通じて主にファッションジ

ュエリーを中心とした商品の販売、ダイヤモンド研磨事業はロシア産ダイヤモンドの原石販売及び原石加

工販売を行っており、加えて、トレーディング事業では、ロシア産インゴット（金地金）の輸出入販売及

び資源に関る品目等の販売を行っております。 

その中で、当社の海外子会社である公開型株式会社サハダイヤモンド（ロシア）は、１か月間のダイヤ

モンド研磨の生産量は1,500ctから3,000 ct程度まで研磨することが可能であり、購入した原石を研摩し

て販売するまでには約３か月程度時間を要します。 

現在のダイヤモンド原石の購入状況は、主に転売用を中心として毎月約120百万円程度でありますが、 

前受金を受領しているので、購入資金としての自己資金は必要としておりませんが、薄利を余儀なくされ

ております。 

今回の資金手当により、自己資金で購入することが可能となり、自己研磨用原石の比率をあげることで、

粗利益の大幅な改善を実現いたします。計画では、毎月転売用を18百万円から48百万円程度に自社研磨

用に150百万円から400百万円程度に増額させる予定であります。 

原石の購入は、競合他社との兼ね合いもありますが、資金が充分であれば現状でも月間330百万円程度

まで増額することは十分可能であり、月間330百万円の取引を継続することにより、利益の確保は勿論の

こと、月間の取引を450百万円まで引き上げ、キャッシュ・フロー面でもプラスにする計画であります。 

その場合の在庫金額は1,000百万円程度を見込んでおり、さらに原石購入時に必要とされる消費税が還

付されるまでの未収消費税残高は約400百万円と見込まれます。加えて、生産設備等の更新も必要とされ

ており、その資金として約100百万円を計画しており、合計1,500百万円をダイヤモンド研磨事業の運転

資金として平成23年７月から平成24年６月の期間に支出する計画であります。 

当社グループの運転資金につきましては、誠に遺憾ながら現在毎月17百万円程度の不足をきたしており、 

ダイヤモンド研磨事業の好転等により、運転資金不足も改善されていくものの、平成24年６月までは、証

券代行手数料35百万円、監査報酬19百万円、租税公課54百万円、賃貸料等31百万円、その他の運転資

金として33百万円、合計で172百万円を見込ませていただく予定でおります。 

なお、中国ジュエリー年鑑の市場動向調査によれば、中国のジュエリー市場は平成 25 年には市場規模

2,500億元（約3兆1,250億円）に達すると推測され、当社グループは中国市場を中心とするアジア地域

への進出をユーロスターダイヤモンド上海と業務提携することで、中国は需要が旺盛なことから、ジュエ

リー市場において拡大が見込めることとなります。  

 

(３)第三者割当による新株式発行を選択した理由 

当社は、平成16年３月期より、継続的な純損失を計上しており、第三者割当増資以外の資本増強策とし

ては、公募増資、株主割当増資などの手段を考えることができます。 

しかしながら、当社グループの現在の業績から考慮すると、当社の期待する資本調達の可能性は低いと

考えざるを得ません。 

したがって、本第三者割当増資が、確実に資本調達できる最善の手段と考えており、この結果得られる

資金をダイヤモンド研磨事業及び当社グループの運転資金として使用し、財務体質の改善を図ることは、

今後、当社グループの事業活性化につながり、健全な経営循環に移行し、自らの事業で計上したキャッシ

ュ・フローにより、事業の強固な財務体質を獲得するという観点から、今回のファイナンスは経営的に見

て合理性があるものと考えております。 
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(４)内在するリスク要因 

 今回の新株式の発行に関して当社に内在するリスクは以下のとおりであります。 

・株式価値の希薄化について 

当社は、平成23年７月６日開催の取締役会において、第三者割当による新株式の発行を決議いたしまし

た。 

当該第三者割当増資では発行済株式総数の24.24％に相当する65,000,000株を発行いたしますが、これに

より、１株当たりの株式価値が希薄化します。 

その結果、株式市場における需給バランスに変動を生じ、当社株式の株価形成に影響を与える可能性が

あります。 

 

３．調達する資金の額、使途及び支出予定時期 

(１)調達する資金の額（差引手取概算額） 

払込金額の総額 発行諸費用の概算額 差引手取概算額 

 

1,820,000,000円 148,000,000円 1,672,000,000円

(注)１. 発行諸費用の概算額には、消費税等は含まれていません。 

２. 発行諸費用の概算額の内訳は、有価証券届出書作成費用等600,000円、割当先調査費用600,000

円（株式会社ジェイ・ビー・エス：代表取締役村上英嗣：東京都千代田区神田神保町三丁目２番

地５）、登記関連費用等1,200,000円、RICH MAX MANAGEMENT LTD.（Director WANG XIANGBUO：

AKARA Bldg., 24 De Castro Street, Wickhams Cay 1 Road Town,Tortola, British Virgn Isla

nds RICH MAX MANAGEMENT LTD.）と締結いたしました当該資本増強に関するアドバイザリー契約

（平成23年７月６日締結）に基づく成功報酬金額145,600,000円を支払うものであります。当社

はアドバイザリー費用につきましては、他の案件等を参考に慎重に検討いたしましたが、今回の

ファイナンスは当社グループの中核となるダイヤモンド研磨事業発展のためには必要な資金であ

り、当社は第８回新株予約権において、アドバイザリー費用を6％としていたことから、合理的

だと判断しております。 

なお、発行諸費用の内訳ついては概算額であり、変動する可能性があります。 
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(２)調達する資金の具体的な使途及び支出予定時期 

具体的な使途 金額（百万円） 支出予定時期 

①ダイヤモンド研磨事業の運転資金 

（原石取得費等） 
1,400

平成23年７月～ 

平成24年６月 

②ダイヤモンド研磨事業の設備費等 100
平成23年７月～ 

平成24年６月 

③運転資金 

（証券代行手数料35百万円、監査報酬19百万円、租税公課

54百万円、賃貸料等31百万円、その他33百万円） 

172
平成23年７月～ 

平成24年６月 

上記の差引手取概算額1,672百万円につきましては、 

①平成23年７月～平成24年６月の期間にダイヤモンド事業運転資金の原石取得費等として1,400百万円

充当する予定でおります。 

②平成23年７月～平成24年６月の期間にダイヤモンド事業設備費等として100百万円を充当する予定で

おります。 

③平成23年７月～平成24年６月の期間に運転資金として（証券代行手数料35百万円、監査報酬19百万

円、租税公課54百万円、賃貸料等31百万円、その他33百万円） 合計172百万円を充当する予定でおり

ます。 

 

４．調達する資金使途の合理性に関する考え方 

当社は、創業以来行ってまいりました宝飾品の卸売事業から脱却し、相対的に利益率の高い小売事業へ

の転換を図り、積極的な業務運営を推進しております。 

しかしながら、当社の平成23年３月期の業績から考えると現時点では手許流動資金が不足している状況

が続いており、当該資金調達を行えない場合、当社グループの柱であるダイヤモンド研磨事業の拡大が見

込めないことから、当該資金調達の実施により、当社グループが業績の回復を果たし、今回の第三者割当

による新株式の発行の実施で業績の回復が可能となり、その後、徹底した経費削減を実行することによっ

て、当社の財務体質が強化されます。 

また、当社グループは、平成23年３月期において633百万円の当期純損失を計上、平成16年３月期よ

り継続的な純損失を計上しており、キャッシュ・フロー面でも、営業活動によるキャッシュ・フローのマ

イナスが続いており、継続企業の前提に重要な疑義を生じさせるような状況が存在し、当該状況を解消す

べく、徹底した経費削減を推進しておりますが、資金調達面においては新たな資金調達の枠組みが固まっ

ておりません。 

なお、当社株価は平成23年４月の月間終値平均は5.20円でありましたが、５月の終値平均は12.58円

６月の終値平均は33.32円であり、出来高も増加しております。 

株価及び出来高については市場における判断であり、当社の場合、第三者割当による新株式の発行は喫

緊に必要とされる資金を速やかに調達される特徴があることから、第三者割当による新株式発行の資金調

達によって事業の確実な継続を行うため、本新株式の発行を選択いたしました。 

当社グループを取り巻く厳しい事業環境の下で、当該計画の実行を推進し、当社グループの事業そのも

のの抜本的な強化を図ることが最大の経営課題であると考えており、株主価値を向上させるための唯一の

方法であると判断しているため、その資金使途は合理的であると判断いたしました。 
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５．発行条件等の合理性 

(１)払込金額の算定根拠及びその具体的内容 

発行価額は、本第三者割当に係る取締役会決議日の直前営業日までの直近３か月間の株式会社大阪証券

取引所JASDAQ市場における当社普通株式の終値の平均値20.47円に36.79％のプレミアムを行った金額であ

る28円といたしました。 

当社株価は、株式会社大阪証券取引所JASDAQ市場における平成23年４月の月間終値平均は5.20円であり、

発行価額につきましては10円を基準に割当先と交渉を開始いたしました。しかしながら、交渉の過程にお

いて、平成23年５月の月間終値平均は12.58円、６月の終値平均は33.32円であり、株価が大きく変動し、

出来高も大きく膨らんでおり、著しい株価の急高騰の影響を受けたため、本第三者割当に係る取締役会決

議日の直前営業日の終値は、一時的な株価の急高騰の影響から離脱しきれておらず、直前営業日、１か月

平均という期間を基準とした場合、これらが必ずしも当社の本来の株式価値を反映しているとは限りませ

ん。 

したがって、当社としては、その本来の株式価値を反映するためには、直前営業日、１か月平均という

基準を採用するのではなく、ある程度の期間の平均をとることにより、数日間における株価の一時的な相

場変動の影響を可能な限り排除すべきと判断し、他方、あまりに長期間では現在の市場実勢から乖離する

可能性があることから、本第三者割当に係る取締役会決議直前３か月の平均株価を採用することが、客観

性が高く合理的であると判断したものであります。 

また、本第三者割当増資に係る取締役会決議直前営業日の株価は56.00円（ディスカウント率50.00％）、

前日までの最近１か月平均株価は40.27円（ディスカウント率30.47％）、６か月平均株価は12.75円（プレ

ミアム率119.60％）であり、日本証券業協会の定める「第三者割当増資の取扱いに関する指針」に準拠し、

いわゆる有利発行には該当しないと判断いたしました。 なお、当社監査役会は、当該発行価額が当社株式

の価値を表す客観的な値である市場株価を基礎に決定されたものであり、日本証券業協会の定める「第三

者割当増資の取扱いに関する指針」に準拠していることから、いわゆる有利発行に該当しない旨の意見を

述べております。 

 

(２)発行数量及び株式の希釈化の規模が合理的であると判断した根拠 

当社の現在の発行済株式数268,172,137株に対して、本第三者割当による新株式の発行により交付される

潜在株式数は65,000,000株であり、発行済株式数に対して24.24％の希薄化が生じます。 

 当社の現在の財務状況を鑑みると事業の積極的推進による収益力の改善など、喫緊に資金を必要として

いる当社の資金需要を満たし、キャッシュ・フローを改善することが、当社グループの事業基盤の安定の

ための財務基盤の強化及び将来収益の源泉の確保となり、中長期的に当社の企業価値向上に資するもので

あります。 

本新株式の発行により交付される潜在株式数は、希薄化と資金調達による財務基盤強化及び収益源泉の

確保は相反するものでありますが、当社はこれらの最適なバランスを考慮するとともに、希薄化に対する

第三者委員会の意見には、「一般に第三者割当増資により、既存株主の価値が希薄化し、また大量の株式

が発行されることにより、株価が下落する等の影響が指摘される。本件第三者割当においても、650,000,000

株の普通株式がユーロスターダイヤモンド上海総裁の姜杰氏に交付された場合、希薄化率は24.24％と考

えられる。第三者割当に係る企業行動規範上の遵守事項では、上場会社が第三者割当による新株式の発行

を行う場合で、希薄化が25％以上となる時、経営者から一定程度独立した者による当該割当の必要性及び

相当性に関する意見の入手又は当該割当に係る株主総会の決議などによる株主の意思確認のいずれかを行

う事が義務付けられている所、本件第三者割当による新株式の発行による希薄化は上記の通り24.24％であ

り、企業行動規範上の手続きが必要な種の希薄化をもたらすものではない。又、本件第三者割当をしない

場合に生じる経営不振、資金不足による株式価値減損を考慮すれば、本件第三者割当による新株式の発行

による既存株主の価値の希薄化は許容範囲内にあると判断せざるを得ない。」との意見を参考にしながら、

本第三者割当増資の諸条件を決定いたしました。 

この発行条件により一時的に株式の希薄化が生じたとしても、当該条件によらなければ他に現実的なよ
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り良い資金調達の手段はなく、本新株式の発行における資金調達が実施されない場合、当社の手元流動資

金も平成23年８月で枯渇し、当社グループの柱であるダイヤモンド研磨事業の積極的な推進もできないこ

ととなり、当社グループが進める事業計画の実現にも支障をきたすおそれがあるため、その結果として発

行数量、株式の希薄化の規模はやむを得ないものであると考えております。 

 

６．割当先の選定理由等 

(１)割当先の概要  

① 氏名 姜 杰（ジャン ジェー） 

② 住所 中国上海市浦東新区 

氏名 

 

小林フェア法律会計事務所 

弁護士 風祭 靖之 
③ 

 

国内代理人の概要 

 
住所 東京都千代田区九段北4－3－20-803 

資本関係 

当社と Eurostar HK Holdings Limited とは資本関係は

ありません。 

なお、姜杰氏はEurostar HK Holdings Limitedの100％

出資の大株主であり、同Directorに就任しており、

Eurostar HK Holdings Limitedは当社株式を11.87％所

有しております。 

人的関係  
ユーロスターダイヤモンド上海総裁の姜杰氏は平成23

年６月29日に当社社外取締役に就任しております。 

取引関係 該当事項はありません。 

④ 

 

上場会社との関係等 

 

関連当事者への

該当状況 

ユーロスターダイヤモンド上海総裁の姜杰氏は平成23

年６月29日に当社社外取締役に就任し、関連当事者に

該当します。 

 

(２)割当先を選定した理由  

当社は、ファイナンスを行う際は、今後の事業展開を展望し、事業目的を明確にした事業計画に基づく

実行及び株主、投資家、証券市場に株式価値の希薄化を配慮したスキームを用いること、並びに当社自ら

がファイナンスの引受先を直接出向いて確認し、コミュニケーションを図り、当社の事業内容をご理解し

ていただいた上で実行すること、割当先等が反社会的勢力と一切の関わりがないことの確認ができること

を基準に新たに複数の投資家の中から当社グル－プの事業方針及び今後の事業展開いついて賛同いただけ

る先を模索してまいりました。 

また、複数の投資家と接触を重ね多様なご提案を頂き、中国における資源開発事業の案件を進める中で、

安東光輝氏と知り合うこととなり、今回のファイナンスについてのご提案を受けるとともにユーロスター

ダイヤモンド上海総裁の姜杰氏をご紹介していただきました。   

安東光輝氏による当社の紹介にユーロスターダイヤモンド上海総裁の姜杰氏が理解を示したことによ

るものであります。 

本件は平成23年４月14日電話にて、安東光輝氏より、当社の経営管理室長である宮崎室長宛てにユー

ロスターダイヤモンド上海についてのご紹介を受け、平成23年４月22日から４月23日まで中国上海にて、

当社の説明を行い、平成23年５月５日、日本にて今後の進め方について協議をし、平成23年５月17日か

ら５月18日まで中国上海にて協議しております。また、当社は、業務提携先であるユーロスターダイヤモ

ンド上海に当該株式を割当ることを要望しておりましたが、中国企業に増資を引き受けていただく場合、

複数の手続きが必要となり、承認許可に時間を要してしまうため、時間短縮を図ることを目的としてユー

ロスター上海ではなく、ユーロスターダイヤモンド上海総裁の姜杰氏を割当先といたしました。 

今回の割当先である、ユーロスターダイヤモンド上海総裁の姜杰氏は、Eurostar HK Holdings Limited

（P.O.Box957, Offshore Incorporations Centre, Road Town, Tortola, British Virgin Islands）（以下、

「ユーロスター香港」という。）の100％出資の大株主であり、平成23年５月26日付で姜杰氏が同Director
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に就任しております。 

なお、平成23年５月23日付「第９回新株予約権譲渡に関するお知らせ」の中で、ユーロスター香港が

第９回新株予約権の行使の結果交付を受けることとなる当社株式は中長期に保有して頂く予定であります。

とお知らせしておりましたが、当初の中長期保有の予定が見解の相違から、ユーロスター香港は平成 23

年５月27日付で信頼のおけるビジネスパートナーである安東光輝氏、財務アドバイザー及び資産管理会社

の事業等をしている上海徳潤投資有限公司に勤める王充氏、財務アドバイザー及び資金管理会社の事業等

をしている上海傲英株式投資管理センター総裁陳立新氏が Director 務める China Japan Investment 

Limited（P.O.Box957, Offshore Incorporations Centre, Road Town, Tortola, British Virgin Islands）

に一部を市場外で売却し、現時点では31,838,425株を保有していることを確認しております。 

また、当社グループは平成23年３月期において633百万円の当期純損失を計上、平成16年３月期より

継続的な純損失を計上しており、キャッシュ・フロー面でも営業活動によるキャッシュ・フローのマイナ

スが続き、継続企業の前提に重要な疑義を生じさせるような状況が存在しております。 

当社グループは当該状況を解消すべく、徹底した経費削減を推進しておりますが、資金調達面において

は新たな資金調達の枠組みが固まっておらず、業績の低迷が続いており、継続企業の前提に関しても疑義

が生じている状況であることから、今回規模の増資が必要であると考えております。   

当該割当先であるユーロスターダイヤモンド上海の総裁姜杰氏は、当社グループが展開する上流である

ロシア産ダイヤモンドの原石専属購買権から、下流であるお客様に販売ができる世界にまれに見る一貫し

たラインを持ち、中でも、ロシア連邦サハ共和国において、日本で唯一ダイヤモンド研磨工場を運営して

いることに深く共感し、当社の財務状況及び事業方針並びに今後の事業展開について深くご理解を頂いて

おります。  

さらに、当社は、当該割当先であるユーロスターダイヤモンド上海総裁の姜杰氏から確認書の受領によ

り反社会的勢力と関係のないことの確認を行うとともに、当社が長年企業調査等を依頼し、第三者機関で

ある民間調査会社（株式会社ジェイ・ビー・エス：代表取締役村上英嗣：東京都千代田区神田神保町三丁

目２番地５）に思考・遵法、生活・経済、概況、経済内容、関係者評、見通し、略歴、家族事項、資産・

経済状況、風評・評価等を調査しており、ユーロスターダイヤモンド上海総裁の姜杰氏は反社会的勢力と

一切関係のないことを当社として確認しております。 
 

(３)割当先の保有方針 

当社は、ユーロスターダイヤモンド上海総裁の姜杰氏より、株式の保有方針について見解の相違がない

よう口頭で充分な説明をし、中長期間（最低限２年）で保有することを法的根拠のある確約書の受領によ

り、確認しております。 

なお、当社は払込期日より２年以内に各割当先が当社普通株式の全部又は一部を第三者に譲渡した場合

には、譲渡を受けた者の氏名及び住所、譲渡株式数、譲渡日、譲渡価格、譲渡の理由、譲渡の方法等を、

当社に書面により報告する旨、並びに当社が当該報告内容等を株式会社大阪証券取引所に報告し、当該報

告内容が公衆縦覧に供されることに同意する旨の確約書を受領する予定であります。 

 

(４)割当先の払込みに要する財産の存在について確認した内容 

当社は、当該割当先の払い込みに要する財産については、上海傲英第一期株式投資管理パートナーセン

ターから第三者割当増資用の引受資金として、姜杰氏に人民幣1億５千万元（レート12.5円、1,875百万円）

の貸出をすることの証明の確認により、その資金の存在を確認しております。 
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７．募集後の大株主及び持株比率         

募集前 募集後 

Eurostar HK Holdings Limited 11.87％ 姜 杰 19.51％

宗教法人慈照会 10.21％ Eurostar HK Holdings Limited 9.56％

森田  久 5.81％ 宗教法人慈照会 8.22％

株式会社サハ企画 3.21％ 森田  久 4.68％

大阪証券金融株式会社 2.69％ 株式会社サハ企画 2.58％

馬場 義明 2.44％ 大阪証券金融株式会社 2.17％

中村  義巳 2.06％ 馬場 義明 1.97％

MLPFS CUSTODY ACCOUNT 1.84％ 中村  義巳 1.66％

河野  信夫 1.19％ MLPFS CUSTODY ACCOUNT 1.48％

佐藤 正隆 1.02％ 河野  信夫 0.96％

(注)平成23年３月末日時点の株主名簿及び平成23年４月１日以降提出の大量保有報告書を基にして作成

しております。 

なお、平成23年６月２日付Eurostar HK Holdings Limitedが提出した大量保有報告書には平成23

年５月27日付で市場外において一部売却をしており、安東光輝氏 4.59％、王充氏4.47％、China Japan 

Investment Limited 4.73％、Eurostar HK Holdings Limitedは11.87％の当社株式の保有を確認して

おります。 

 

８．今後の見通し 

当該第三者割当に新株式の発行による平成24年３月期の業績への影響につきましては、中期的に当社グ

ループの中心事業であるダイヤモンド研磨事業の拡大に寄与するものと判断しております。 

今後、当社の業績（連結・個別）に与える影響についてはダイヤモンド研磨事業における業績の向上が

見込め、平成24年３月期第２四半期以降の進展状況に応じて必要とされる場合は確定次第お知らせいたし

ます。 

  

(企業行動規範上の手続き) 

・企業行動規範上の手続きに関する事項 

本件第三者割当は、①希釈化率が25％未満であること、②支配株主の異動を伴うものではないこと（新

株予約権又は取得請求権すべてが権利行使された場合であっても、支配株主の異動が見込まれるものでは

ないこと）から、大阪証券取引所の定める「企業行動規範に関する規則」第２条に定める独立第三者から

の意見入手及び株主の意思確認手続きは要しません。 

しかしながら、当社としては、経営者から一定程度独立した者による当該割当の必要性及び相当性に関

する意見入手を行いました。 

具体的には、弁護士である北川共同法律事務所の代表である北川秀二氏、弁護士の当社社外監査役の小

林実氏、税理士で当社社外監査役の高橋順子氏３名で構成する第三者委員会を設置し、当社の計算書類、

事業計画書、予算表、関係会社履歴事項、関係会社調査報告書、その他関連資料及び経営陣からの事情聴

取を基に本件第三者割当増資についての内容及び目的、本件第三者割当の必要性、本件第三者割当の相当

性、本件第三者割当が既存株式に与える影響について、有利発行に該当しないことなどの内容を検討しま

した。 

その結果、当該株式発行については、貴社グループは、本件第三者割当によって、収支を改善し、純損

失を解消することが既存株主の保護に資することはあっても、株主利益を害する事にはならないと考える。

本件第三者割当が実施され、収支を改善して、事業計画が進行し、結果として既存株主に利益がもたらさ

れることを期待する。と判断されました。 
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９．最近３年間の業績及びエクイティ・ファイナンスの状況 

(１)最近３年間の業績（連結）                          （単位：百万円） 

事業年度の末日 平成21年３月期 平成22年３月期 平成23年３月期 

売上高 2,484 977 1,900

営業利益 △1,782 △967 △500

経常利益 △2,300 △977 △571

当期純利益 △2,688 △1,298 △633

1株当たり当期純利益(円) △92.47 △12.16 △3.62

1株当たり配当金(円) ― ― ―

1株当たり純資産(円) 44.02 14.52 8.14

 

(２)現時点における発行済株式数及び潜在株式数の状況          （平成23年７月６日現在） 

種    類 株 式 数 発行済株式数に対する比率 

発行済株式数      268,172,137株         100％

現時点の転換価額（行使価額） 

における潜在株式数 

―             ―

下限値の転換価額（行使価額） 

における潜在株式数 

     ―               ―

上限値の転換価額（行使価額） 

における潜在株式数 

     ― ―

 

(３)最近の株価の状況 

① 直近３年間の状況 

 平成21年３月期 平成22年３月期 平成23年３月期 

始 値 121円 11円 6円

高 値 154円 16円 8円

安 値 9円 4円 3円

終 値 11円 6円 5円

 

② 最近６か月間の状況 

 23年１月 23年２月 23年３月 23年４月 23年５月 23年６月 

始 値 4円 5円 6円 5円 6円 17円

高 値 8円 7円 7円 6円 22円 65円

安 値 4円 5円 4円 4円 6円 15円

終 値 6円 5円 5円 5円 17円 64円

 

③ 発行決議日前営業日における株価 

 平成23年７月５日現在 

始  値 67円

高  値 67円

安  値 55円

終  値 56円
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(４)最近３年間のエクイティ・ファイナンスの状況 

① 第８回新株予約権（ＭＳワラント） 

発行期日 平成20年８月４日 

調達資金の額 20,000百万円 

発行価額 当初の行使価額116円 

募集時点における発行済株式数 21,446,986株 

当該募集による発行株式数 当初の行使価額（116円）における発行株式数：172,413,793株 

募集後における発行済株式数 114,326,137株 

現時点における行使状況 92,879,151株 1,046,000,000円 

行使期間 平成20年８月４日～平成22年８月３日 

募集時における割当先 Zeus Advisors (Cayman) 

発行時における当初の資金使途 ①ブライダル事業の全国展開として1,440百万円 

②e－ショップ事業の強化・規模拡大として3,248百万円 

③宝飾事業の展開として3,100百万円 

④ダイヤモンド事業の量・質の増強として890百万円 

⑤新たな資源開発事業の開始として5,000百万円 

⑥海外事業展開として5,000百万円 

発行時における支出予定時期 平成20年８月～平成22年８月 

現時点における充当状況 1.平成20年９月にバージンダイヤモンド名古屋本店の新店舗開設資

金の費用として10百万円を充当しております。 

2.平成20年９月から平成21年５月の間にe-ショップ事業の広告・宣

伝費として324百万円を充当しております。 

3.平成20年10月に株式会社スカイワードの株式取得資金として160

百万円を充当しております。 

4.平成20年11月にバージンダイヤモンド名古屋本店の新店舗工事費

用として30百万円を充当しております。 

5.平成20年12月から平成21年11月にサハ共和国新研磨工場建設資

金として422百万円を充当しております。 

(注)１.行使価額修正条項付のため、行使価額は9円、潜在株式数は2,105,997,894株に変更されました。 

２.未行使分は平成21年12月30日付で当社が全部取得及び消却しております。 
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② 第９回新株予約権 

発行期日 平成21年12月30日 

調達資金の額 800百万円 

発行価額 5.2円 

募集時点における発行済株式数 114,326,137株 

当該募集による発行株式数 153,846,000株 

募集後における発行済株式数 268,172,137株 

現時点における行使状況 153,846,000株 800,000,000円 

行使期間 平成21年12月30日～平成23年12月29日 

募集時における割当先 BILLION MASTER HOLDINGS LIMITED、株式会社NETBANCO 

発行時における当初の資金使途 ①ブライダルジュエリー事業の運転資金として340百万円 

②e－ショップ事業の運転資金として91百万円 

③ダイヤモンド事業のサハ共和国新研磨工場建設資金として260百万

円、ダイヤモンド事業の運転資金として37百万円 

④第８回新株予約権取得・消却費として27百万円 

発行時における支出予定時期 平成21年12月～平成22年10月 

現時点における充当状況 1.平成22年１月～平成23年12月にブライダルジュエリー事業の運転 

資金（仕入れ代金、広告費、賃貸料、支払手数料、その他）186百万

円として充当する予定でおります。 

2.平成22年１月～平成23年12月にe－ショップ事業（インターネッ

ト販売）の運転資金（仕入れ代金）148百万円として充当する予定で

おります。 

3.平成22年１月～平成23年12月にダイヤモンド事業の運転資金（人件

費）13百万円、サハ共和国新研磨工場建設資金94百万円、原石取得費

等101百万円として充当する予定でおります。 

4.平成22年１月に第８回新株予約権取得・消却費27百万円充当して

おります。 

5.平成22年９月～平成23年12月に本社運転資金（支払手数料、賃貸料、

租税公課等）186百万円として充当する予定でおります。 

(注)平成23年５月23日付で権利行使が全て完了しております。 

 

 以  上 


